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大
拙
鈴
木
r
u
太
郎
は
第

一
油
の
仏
教
学
者
で
あ
り
、
稀
に
兄
る
尖
践

的
磁
教
｛
禾
で
あ

っ
た
。
禅
が
ひ
ろ
く
世
界
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
い
つ

に
彼
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
大
拙
生
誕

一
0
0年
に
あ
た
り

小
社
は
全
梨
3
2
咎
の
刊
行
を
終
え
た
が
、
こ
こ
に
全
梨
の
月
報
に
収

め
ら
れ
た

一
0
0点
近
く
の
随
箪
を
ま
と
め
て

一
祁
と
し
、
人
間
大

拙
の
姿
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
浮
彫
り
に
す
る
。

近
代

H
本
の
誇
る
悼
大
な
行
学
者
・
西
田
幾
多
郎
は
、
西
洋
哲
学
を

移
入
す
る
と
と

b
に
、
独
創
的
な
西
田
哲
学
を
完
成
し
た
。
そ
の
全

集
は
二
度
に
わ
た

っ
て
小
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
生
誕

一
0
0年

に
あ
た
り
、
両
全
果
の
月
報
に
収
録
さ
れ
た
随
箱
を
一
冊
に
編
染
し

な
お
し
た
。
思
想
家

・
文
人

・
人
と
し
て
の
姿
を
生
き
生
き
と
描
き

出
し
て
お
り
、
ま
た
同
時
代
の
記
録
と
も
言
え
る
。

一
本
の
裸
を
情
ん
で
，
禾
を
述
て
る
位
沼
を
変
え
た
人
。

「
裸
は
や
＜

ざ
の
木
だ
と
い
わ
れ
る
が
俺
の
よ
う
だ
」
と
い
っ
た
人
。
そ
し
て
｀

つ
け
た
家
の
名
は
情
裸
荘
。
そ
の
主
人
の
名
は
岩
波
茂
雄
。
彼
は
ど

の
よ
う
な
人
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
彼
は
そ
の
生
漉
の
ホ
業
を
如
何
な

る
い
念
を
も

っ
て

nい
た
か
。
岩
波
茂
雄
の
最
も
身
近
か
に
あ

っ
た

秤
者
が
力
を
こ
め
て
描
い
た
の
が
こ
の
行
で
あ
る
。

l
t
晨
の
子
と
し
て
四
川
に
生
ま
れ
た
朱
徳
が
、
み
ず
か
ら
え
ら
ん
だ

革
命
へ
の
近
は
迎
な
き
苦
難
の
地
絞
と
は
い
え
明
日
の
希
望
に
も
え

た
栄
光
の
道
で
も
あ
っ
た
。
深
く
中
国
を
愛
し
た
ス
メ
ド
レ
ー
が
ロ

ン
ド
ン
に
客
死
す
る
前
日
ま
で
推
敲
し
た
こ
の
「
偉
大
な
る
道
」
は
新

中
国
の
革
命
の
歴
史
で
あ
る
と
と
も
に
、
朱
徳
そ
の
人
の
お
お
ら
か

な
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
を
描
い
て
読
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
る
。
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安令な歩行 のために

最近、(l',i祉モデル靡Iiを‘在，；する地域に、盲人のためのさまざま 1 

なり旭設が設けら、ilるよう になりま した。そこて、それらの施設を

町で拾 ってみま した。
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長く続く 、,.'.iヽ、キプロックは、安令な歩行への希岨の追を象徴するかのようですが・・．．．．



バスの倅留所もわかるよう
になってし、ます。

こんなに危険がし 、つばし、．I

駅のホームの．I！.'、‘r:Dクイル。

！ 盲人の安全な歩行を確保するために設けられたさまざまな施設も、

I 一般の人の無理解、施設の不完全さなどから、 I •分にその機能か

1 果されてし、ません。

ガードレールに守ら

れた歩泊とは別に 、 '•I •'、

字プロ・ノクが敷かれ

てし、ます。この3人

の人逹が盲人だった
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盲人川押ボク ン。（五号が青になるIt舜
11，:I （こホ ＇7-ンとし、う音・.を11 : Lます。
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このように突き出した仰害物が、I’I杖

でもわかりにくく危険ですっ

悪名高いホームのクイル。これがあっ
ても何人もの盲人が落ちています。改
善の計画があるとか。

i
 

プロノクが敷きつめられ-c¥.、ます。見た日に1ま
きれし、ですが盲人にぱかえって ）jI;,JIんi)からな
くなります。必要にして1は少限の日じるしを ．I

4
 

行く「をはばむトラ、ノクとエ'j;:川府材。

写真と文
早稲田大学大学院（社会保節専攻）打『水災彦
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



‘`、公コユヽ／V 」

更生録音テープのおすすめ

更生鉢音テープは主として NHKの放込業務）月に使Illしたも のを弊
社が、永年の技術と 誠慈を以って再検・ftt各理）JIIJ．をした｛使秀品てーに
全国各地の学校 ・団体等で広くこ愛II]を頂いてお 1)ます。柘々こ利
用を顧います。
種類はスクンダード 7吋 ．511.j'. 311tの三種です。

なお、当社は下記の光務もいたして届り ます の で こ‘~c l)、J Iれ し上げます。・
●各種映画音楽鉢音
●各種放送番組、舞台芸能C1)古楽録窃
●各種ディスク ・オーディオテープのステレオ背楽鉢背
●各種産業PR映画の鉢店
●教有記録映画の5.-K古
●ピデオ ・オーディオテープの補修

株式会社 頁［方［スタジオセンター

東京都湛区赤坂9-6 -24(〒107)
T E L (03) 404 -3 8 1 1（代）

編集後 記

この＂新時代＂ もいよいよ 2年目に入りました。 1年の！lJ/i,v'i:Jり1::1が切れ、継続l似碕E
の手続きをしていただかなければならない方が大勿おられます。その手続きと合せて、

皆さまの周辺で視虹仰害に関心のある方に、ぜひ本誌の購誂をおすすめいただけない

でしょ うか。日本盲人福祉研究会では、一人でも多くの方に説んでいただくことで、

視覚節害に対するより深い理解の輪を広げたいと紐んでいます。

本号から新たに「実践とこ

ころみ」 、 「施設紹介」を新

設しました。 「実践とこころ

み」では現楊の皆さまの毀重

な体験を、また 「施設紹介」

では、地道でしかも ュニーク

な活動を続けている施設を紹

介していきたいと思います。

皆さまのご投稿やご紅見をお

待ちしており ます。

（田中徹二）
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